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泉南中央ライオンズクラブ主催の「泉南市老人クラブ・カラオケ大会」が、文化ホー

ルで開催され、各地区から選ばれたお年寄り約３０人が自慢の歌声を披露するとあって、

地元の方々や親戚縁者たちも応援にかけつけるなど、会場もあふれんばかりの大盛況と

なりました。気持ち良さそうに歌う人やちょっぴり緊張ぎみに歌う人もいるなど、出場

者の熱唱ぶりに、会場からも大きな拍手や声援が送られていました。また、フィナーレ

では、出場者全員で「これから音頭」の大合唱（写真）が行われました。出場者の皆さ

んの若さと元気の秘訣は、カラオケにあるのかもしれませんね‥。 （２月２４日）

若さと元気の秘訣
ひけつ

はカラオケにあり！？
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【投票日】
４月２８日(日)

【投票時間】
午前７時～午後８時

【投票のできる人】
▽昭和57年４月29日までに生まれた人
▽平成14年１月20日までに転入の届出をし、引き続き泉南市
の住民基本台帳に記載されている方。（但し、投票日までに市
外に転出された方は投票できません）
▽泉南市内で転居された方で、平成14年４月12日までに転居
届をした方は、新住所地の投票所で、４月13日以降に転居届
をした方は、旧住所地の投票所で投票することになります。
【入場整理券】
選挙人の方には、投票日の前日までにハガキで入場整理券

を郵送します。その入場整理券に記載されている投票所で投
票してください。
【不在者投票】
投票日当日に仕事や旅行等の理由により、投票することが

できない方は、市役所において不在者投票ができます。（入場
整理券が届いている方はご持参ください）
▽不在者投票ができる期間＝４月21日(日)～４月27日(土)まで

（土・日も不在者投票ができます）
▽不在者投票ができる時間＝午前８時半から午後８時まで
▽不在者投票ができる場所＝市役所別館１階の総合事務局会
議室
【郵便による不在者投票】
身体障害者手帳または戦傷病者手帳の交付を受けていて、

身体に重度の障害のある方は、郵便投票による不在者投票が
できます。（但し、あらかじめ申請していただき、泉南市選挙
管理委員会から「郵便投票証明書」の交付を受けることが必
要です。
【手話通訳者を派遣します】
聴覚障害者の方々には、投票日当日（４月28日(日)）に手話

通訳者を市役所に配置しますので、手話通訳をご希望される
方は、事前（当日でも可）に泉南市選挙管理委員会まで申し
出（予約し）てください。ご予約いただいた時間帯に、手話
通訳者を投票所に派遣します。
【点字で作成した「候補者名簿」】
泉南市選挙管理委員会では、市内の視覚障害者の方々に対

し、点字による候補者名簿（候補者の氏名及び党派）を郵送
することとしています。ご希望の方は、お電話で、泉南市選
挙管理委員会まで申し込んでください。
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九、童子畑老人集会場

信達童子畑412番地
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童子畑老人集会場 ★ 

泉佐野岩出線 

十七、馬場老人集会場

馬場２丁目15番３号

馬場老人集会場 
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八、東信達老人集会場

信達金熊寺812番地２
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十六、幡代老人集会場

幡代１丁目13番19号

国道26号 

幡代老人集会場 
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七、岡中老人集会場

信達岡中620番地

★ 

�林野組合 

岡中老人集会場 

�������� 

岡中鎮守社 
　　（大樟）� 

至泉南Ｉ・Ｃ 至
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十五、男里老人集会場

男里３丁目３番16号

堺阪南線 

�雄信小 

男里老人集会場 
★ 
※男里交差点 泉

佐
野
岩
出
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二、高野老人集会場

新家2391番地３
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高野老人集会場 
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至種河神社 
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十、西信達公民館

岡田３丁目９番７号

西信達公民館 
★ 

�������� 岡田浦駅 
至
樽
井 

十八、砂川集会所

信達市場116番地460

大阪和泉泉南線 

砂川集会所 

★ 

�砂川高校 

※佐田交差点 泉
佐
野
岩
出
線 

４月28日(日)午前７時～午後８時

投投票は、指定された
場所で行いましょう

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
鳴滝解放会館
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ
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□泉南市老人クラブ
カラオケ大会　…1

□泉南市長・泉南市議会
議員補欠選挙…2～3

□情報ＢＯＸ …4～9
□information（お知らせ）

…10～17
□人権シリー…18～19
□健康コーナ…20～21
□まちかどスナップ

…22～23
□ふるさと歴史紀行

…24

泉南市の人口（１月末現在）
人口‥‥‥‥65,293人
男‥‥‥31,907人
女‥‥‥33,386人

世帯数‥‥22,867世帯

【点字版及び朗読テープによる「選挙のお知
らせ」】
泉南市選挙管理委員会では、視覚障害者の

方々に対し、候補者についての情報を提供す
るため、点字版または朗読テープの「選挙の
お知らせ」（どちらか一方）を郵送すること
としました。ご希望の方は、お電話で泉南市
選挙管理委員会まで申し込んでください。な
お、今まで国政選挙等で希望されていた方に
は、今回も郵送されます）
【投票は指定された場所で】
投票所は市内に22カ所（下の略図をご参照

ください。★印の場所が投票所です）ありま
すが、郵送される入場整
理券に記載された投票所
で投票するようにしてく
ださい。※他の投票所で
は投票することができま
せん。
【投票所の変更について】
今まで、樽井小学校

（第14投票区）で投票されていた有権者のう
ち、府道堺阪南線より山側にお住まいの方々
については、今回の選挙から泉南中学校体育
館（第22投票区）での投票となります。ご理
解とご協力をお願いします。なお、詳細はこ
の広報誌の14ページに掲載しておりますの
で、ご覧ください。
【立候補の届出】
▽立候補の届出＝各選挙への立候補の届出
は、４月21日(日)午前８時半～午後５時まで
に限ります。
※必ず届出書類に使用した印鑑をご持参くだ
さい。なお、立候補予定者は、立候補届出書
類の事前審査を必ず４月10日(水)までに受け
るようにしてください。
▽立候補の届出場所＝市役所２階大会議室
（受付は市役所１階正面玄関で行います）。但
し、午後からは泉南市選挙管理委員会事務局
で行います。
▼問合せ＝泉南市選挙管理委員会事務局
（(83)０００１・内線260）

▼問合せ＝泉南市選挙管理委員会事務局（(83)０００１・内線２６０）

四、市場区民センター

信達市場2076番地１

市場区民センター 
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至
牧
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至
大
苗
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�一丘中 

国道26号 

十二、岡田府営住宅集会

岡田７丁目1690番地

岡田府営住宅集会場 ★ 
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二十、浜老人集会場

男里７丁目29番20号
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五、信達公民館

信達牧野413番地
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十三、鳴滝解放会館

樽井９丁目16番２号

堺阪南線 

鳴滝解放会館 
★ 

　鳴　滝 
※交差点 

鳴滝西 
交差点※ 

駐在所� 

二十一、一丘団地集会所

信達大苗代62番地

★ �一丘小 

�一丘中 

一丘団地集会所 

�８棟 

44棟� 

六、十二本松遥拝所

信達牧野328番地

★ 

�
�
�
�
�
 

至
樽
井
駅 

至
市
役
所 

十二本松遥拝所 

� 
砂川高 

和
泉
砂
川
駅 

�
公
園 

十四、樽井小学校

樽井４丁目29番１号
堺阪南線 

樽井小学校 

★ 

��������� 

※樽井南交差点 

樽井駅 

二十二、泉南中学校

樽井２丁目９番１号

泉南中学校 
★ 

泉南市役所� 

国道26号 
泉南市役所 
　南交差点※ 

まかせずにまかせずに 自分で選ぼう自分で選ぼう まかす人！４月まかす人！４月2828日�は日�は、、

泉南市長選泉南市長選挙挙・・泉南市泉南市議議会議員補欠選挙会議員補欠選挙

三、兎田老人集会場

兎田469番地１

大阪和泉泉南線 

������� 
新家東小� 

至
新
家
 

兎田老人集会場 
★ 

十一、西信達東老人集会

中小路１丁目10番４号

西信達東老人集会場 ★ 

�������� 岡田浦駅 

西信達公民館� 

堺阪南線・中小路交差点※ 

�大苗代区民会館

信達大苗代600番地１

国道26号 

史跡海会寺跡� 

★ 

大苗代西交差点※ 

大苗代区民会館 
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場
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域
の
森
林
を
「
堀
河
の
森
」
と

し
て
保
全
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動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
あ
な
た
も
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
日(

土)

午

前
十
時
半
〜
午
後
三
時
（
雨
天

中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
堀

河
▼
活
動
内
容
＝
山
づ
く
り

（
除
伐
、
草
刈
り
）
▼
集
合
＝
紀

泉
ふ
れ
あ
い
自
然
塾
駐
車
場

（
堀
河
ダ
ム
奥
）
▼
参
加
費
＝
無
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▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
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、
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具
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
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装
、
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手
な
ど
▼
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込
み
・

問
合
せ
＝
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話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で(
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阪
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ラ
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（
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６
２
６
０
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０
／
fax
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６
２
６

０
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３
５
８
１
）

▼
と
き
＝
四
月
二
十
一
日(

日)

午
前
九
時
半
に
ス
カ
イ
シ
テ

ィ
・
オ
ー
ク
ワ
泉
南
店
の
正
面

入
口
に
集
合
（
雨
天
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
）
▼
コ
ー
ス
＝

中
小
路

な

こ

う

じ

〜
北
野
き
た
の

〜
鳴
滝

な
る
た
き

▼
参
加

費
＝
三
〇
〇
円
▼
携
行
品
＝
弁

当
、
飲
み
物
▼
申
込
み
＝
四
月

十
五
日(

月)

ま
で
に
、
お
電
話

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
〒
五
九
〇
・

〇
五
〇
四
泉
南
市
信
達
市
場
一

〇
九
七
の
二
・
片
木
雅
美
（
か

た
ぎ
ま
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）
さ
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南
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史
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究
会
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（
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５
６

７
１
）
ま
で
▼
問
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せ
＝
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涯

学
習
課
（
内
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泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
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お
り
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イ
キ
ン
グ

の
参
加
者
を
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集
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す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
二
日(

月)

午
前
九
時
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・

六
十
谷

む

そ

た

駅
前
集
合
）
〜
午
後
三

時
（
六
十
谷
駅
前
解
散
予
定
）

▼
コ
ー
ス
＝
大
福
山

だ
い
ふ
く
や
ま

コ
ー
ス

（
六
十
谷
駅
前
〜
大
福
山
登
山
口

〜
大
福
山
〜
六
十
谷
駅
前
）
▼

対
象
＝
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
方
で
全
行
程
を
歩
く
こ
と

が
で
き
る
方
（
十
三
�
・
一
般

向
き
）
▼
定
員
＝
三
十
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
（
交

通
費
は
各
自
負
担
）
▼
申
込

み
＝
四
月
十
日(

水)

よ
り
泉
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
あ
い
ぴ

あ
泉
南
内
）
へ
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
但
し
、
土
日
祝
日
は
休

み
で
す
▼
そ
の
他
＝
▽
昼
食
、

水
筒
な
ど
は
各
自
ご
用
意
く
だ

さ
い
▽
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
(82)

１
０
２
７
）

泉
南
市
茶
花
道
連
盟
で
は
次

の
と
お
り
、
春
の
花
展
と
茶
展

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
七
日(

土)

、

二
十
八
日(

日)

各
日
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
花
展
に
は
、
会
員
以
外

の
方
の
出
瓶
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
出
瓶
を
希
望
さ
れ
る
方

は
四
月
二
十
日(

土)

ま
で
に
、

同
連
盟
事
務
局
（
(83)
５
８
５
２
）

ま
で
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
247
）

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
で
は
、
健
康
・
体
力
増
進
の

た
め
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
休
日
の
朝

の
ひ
と
と
き
を
仲
間
と
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
散
歩
を
楽
し
み
な
が
ら
、

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
毎
週
日
曜
日
、
午
前

八
時
〜
九
時
の
約
一
時
間
（
い

つ
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
と
そ

の
周
辺
▼
対
象
＝
市
民
の
方
▼

費
用
＝
無
料
▼
服
装
＝
運
動
の

で
き
る
服
装
▼
指
導
者
＝
泉
南
市
体

育
指
導
委
員
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
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ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

泉
南
の
史
跡
を

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

ハ
イ
キ
ン
グ
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

春
の
花
展
・
茶
展
を

開
催
し
ま
す

ＡＢＣ委員会では、次のとおり第４回ＡＢＣ
まつりを開催します。今年も緑いっぱ
い・夢いっぱい、さまざまなイベ
ントで市民の皆さまをお迎えい
たします。
ご家族、お友だちお誘い合

わせの上、ふるって、ご来場
ください。
▼と　き＝４月29日（みどり
の日）午後１時～
▼ところ＝文化ホール（ホール、
駐車場周辺、展示室）
▼イベントの主な内容＝▽春の山野
草展示会▽幼稚園児の絵画作品展示▽郵便

局による記念切手販売や缶バッヂ作成▽環境に
やさしい植物・ケナフの作品展示▽マ
ンドリン・ギターの演奏▽和太鼓
の演奏▽紙芝居の上演▽健康運
動の実演▽喫茶コーナー▽こ
の他にも楽しいイベントがた
くさんあります。
▼その他＝当日、文化ホール
駐車場はご利用いただくこと
ができません。自動車でお越
しの方は、泉南市役所駐車場を

ご利用ください。ご協力をお願い
します。

▼問合せ＝地域振興課（内線556）

第４回ＡＢＣまつりを開催します第４回ＡＢＣまつりを開催します

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
第
４
回
さ

く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
満
開
の
桜
の
下
、
楽
し
い

演
奏
と
野
点
の
だ
て

で
優
雅
な
時
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
四
月
七
日(

日)

午
後

一
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
史
跡

海
会
寺
跡
広
場
（
信
達
大
苗

代
・
一
岡
神
社
境
内
）
※
雨
天

の
場
合
は
古
代
史
博
物
館
二
階

▼
出
演
団
体
＝
▽
泉
南
市
青
少

年
吹
奏
楽
団
▽
同
謡
舞
協
会
▽

同
詩
吟
連
盟
▽
同
三
曲
協
会
▽

同
茶
花
道
連
盟
▽
Ｈ
Ｏ
Ｓ
（
ホ

ス
）
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
▽

南
大
阪
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン

グ
泉
南
チ
ー

ム
に
よ
る
バ

ト
ン
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）「
さ
く
ら
」
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
、「
さ
く
ら
会
」
を
発
足
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
回
目

と
な
る
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
七
日(

日)

午
後

二
時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
山

田
家
住
宅
（
新
家
中
村
）
▼
出

演
＝
釜
田
仁

か
ま
だ
ひ
と
し

さ
ん
（
関
西
歌
劇

団
バ
リ
ト
ン
歌
手
）、
釜
田
敦
子

か
ま
だ
あ
つ
こ

さ
ん
（
同
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）、
釜か
ま

田
智
子

だ

と

も

こ

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

▼
内
容
＝
▽
私
は
鳥
刺
し
パ
パ

ゲ
ー
ノ
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
魔

笛
」
か
ら
）
▽
荒
城
の
月
な
ど

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
▼
問

合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
307
）

泉
南
市
介
護
者
（
家
族
）
の

会
で
は
、
音
楽
と
講
演
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
二
日(

金)

午

後
一
時
四
十
分
〜
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
一
階
大
会
議
室

▼
内
容
（
音
楽
）
＝
▽
マ
ン
ド

リ
ン
＆
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▽
演
奏
は
ｐ
ｏ
ｃ
ｏ
　
ａ
　
ｐ

ｏ
ｃ
ｏ
）
▼
内
容
・
講
演
＝
▽

テ
ー
マ
は
「
心
に
残
る
と
っ
て

お
き
の
話
」
〜
教
師
の
あ
り

方
・
水
墨
画
の
心
〜
▽
講
師
は

豊
永
と
よ
な
が

裕ひ
ろ
し
さ
ん
（
元
小
・
中
学
校

校
長
、
保
護
司
、
和
歌
山
県
水

墨
画
協
会
常
任
理
事
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
(82)

１
０
２
７
）

泉
南
市
山
野
草
会
で
は
、
次

の
と
お
り
春
の
山
野
草
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
▽
四
月
十
三
日(

土)

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
▽
四
月

十
四
日(

日)

午
前
九
時
半
〜
午

後
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公

民
館
▼
そ
の
他
＝
四
月
二
十
九

日(

祝)

、
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
つ
り
で
も
山

野
草
展
示
会
（
午
後
一
時
〜
三

時
）
を
開
催
し
ま
す
▼
問
合

せ
＝
信
達
公
民
館
（
(83)
９
２
６

４
）毎

月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は

な
し
ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く

を
と
も
し
て
、
い
ろ
ん
な
昔
話

を
語
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
も
子
ど
も
時
代
に
も
ど

っ
て
、
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
お
は
な
し
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
四
月

十
三
日(

土)
▽
午
後
二
時
半
〜

三
時
「
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
」

四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以
下
▽

午
後
三
時
〜
三
時
半
「
お
お
き

い
こ
の
じ
か
ん
」
小
学
二
年
生

以
上
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着

四
十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り

は
不
可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日

の
午
後
二
時
半
〜
三
時
半
、
図

書
館
二
階
視
聴
覚
室
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙
芝
居

が
あ
り
ま
す
（
こ
ち
ら
は
〇
歳

か
ら
入
れ
ま
す
。
申
込
み
は
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

公
民
館
で
活
動
中
の
ク
ラ
ブ

生
に
よ
る
、
第
九
回
水
墨
画
・

ち
ぎ
り
絵
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
日(

土)

、

二
十
一
日(

日)

の
各
日
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
講
師
＝
向
井
俊
生

む
か
い
と
し
み

さ
ん

▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

(

財)

大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス

ト
協
会
で
は
、
堀
河
ダ
ム
上
流

春
の
山
野
草
展
示
会

を
開
催
し
ま
す

図
書
館
・
土
曜
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
さ
く
ら

交
流
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
と
講
演
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

4

さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す

水
墨
画
・
ち
ぎ
り
絵
展

を
開
催
し
ま
す

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
あいぴあ泉南
古代史博物館

83-0001
82-7766
82-1000
83-4361
82-7767
85-0707
83-6789



弁
当
、
飲
み
物
▼
申
込
み
＝
五

月
四
日(

土)

ま
で
（
公
民
館
開

館
日
）
に
、
お
電
話
で
直
接
樽

井
公
民
館
（
(83)
４
３
６
１
）
ま

で
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
の
基
礎

と
基
本
ス
テ
ッ
チ
の
さ
し
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
十
九
日(

日)

、

六
月
二
日(

日)

、
十
六
日(

日)

、

七
月
七
日(

日)

の
各
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
四
十
五
分
（
全
四

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お

む
ね
六
十
歳
以
上
の
方
ま
た
は

十
八
歳
以
上
の
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
費
用
＝
作
品
を
作
る
場
合
の

材
料
費
は
各
自
ご
負
担
く
だ
さ

い
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、
は

さ
み
、
刺
し
ゅ
う
糸
・
枠
（
あ

る
場
合
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)
０
７
０

７
／
fax
(85)
０
９
０
９
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
「
家
族
で

楽
し
む
空
気
遊
び
・
ラ
イ
ト
兄

弟
に
挑
戦
」
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
の
飯
島
実
さ
ん
が
空
気
と

引
力
の
不
思
議
空
間
で
の
楽
し

い
遊
び
を
披
露
し
、
伝
授
し
て

く
れ
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
九
日(

日)

午

後
一
時
半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝

市
民
体
育
館
▼
講
師
＝

飯
島
実

い
い
じ
ま
み
の
る
さ
ん
（
紙
ヒ
コ
ー
キ
の

第
一
人
者
で
元
航
空
保
安
大
学

校
教
官
）
▼
ゲ
ス
ト
＝

石
井
芳
治

い
し
い
よ
し
は
る

さ
ん
（
紙
飛
行
機
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
▼
そ
の
他
＝
▽
紙

飛
行
機
の
滞
空
記
録
会
も
予
定

し
て
い
ま
す
▽
上
履
き
靴
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中

学
生
を
対
象
に
実
施
す
る
学
習

相
談
会
の
講
師
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼

と
き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

後
六
時
〜
七
時
半
（
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼
対
象

者
＝
大
学
・
短
大
生
▼
募
集
人

員
＝
若
干
名
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
(84)
３

５
０
０
）

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
で

は
、
音
楽
好
き
で
熱
心
な
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
中
学
校
を
卒
業
し
た

方
▼
練
習
日
＝
週
二
回
で
午
後

六
時
〜
九
時
※
練
習
日
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
そ
の
他
＝
▽
特

に
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

テ
ュ
ー
バ
、
打
楽
器
を
演
奏
さ

れ
る
方
を
募
集
中
で
す
▽
経
験

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
252
）

泉
南
市
女
声
合
唱
団
で
は
、

新
し
い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ジ
ャ
ン
ル
も
広
く
、
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
合
唱
に

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、
一
度

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新

家
公
民
館
▼
参
加
費
＝
一
五
〇

〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の
他
＝
コ
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ラ
イ
ト
兄
弟
に
挑
戦
！

空
気
遊
び
を
楽
し
も
う

中
学
生
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
体
験
教
室

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す

合
唱
団
で
一
緒
に

歌
い
ま
せ
ん
か

▼とき・ところ＝次表をご参照ください▼費用＝

▽注射料金は2,650円▽注射済票交付手数料は

550円▽登録手数料は3,000円（平成７年４月以

降に飼犬登録をされた方は不要です）▼携行

品＝注射済票交付手数料領収書用紙（事前に郵送

します）、死亡届、変更届も受付します▼その

他＝▽開始時間が遅れる場合があります▽雨天

等で中止になる場合があります▽注射会場には

犬を十分に制御できる方がお連れください。

▼問合せ＝保健センター（(82)７６１５）

月日 

４月２日� 

４月３日� 

４月４日� 

10：00～10：45 男里老人集会場駐車場 
11：00～11：30 馬場老人集会場 
13：30～14：00 幡代老人集会場 
14：15～14：45 岡中朝日山住宅入口 

10：00～10：45 浜区民センター 
11：00～11：30 樽井小正門前 
13：30～14：30 樽井公民館 
10：00～10：45 鳴滝解放会館裏駐車場 

15：00～15：20 岡中老人集会場 

時間 ところ 月日 

４月４日� 

４月５日� 

４月８日� 

11：00～11：30 渚団地公園 
13：30～14：30 西信達公民館 
14：45～15：00 吉見・岡田住宅集会場 
10：00～10：20 兎田青年会館 

13：30～14：50 新家公民館 
15：00～15：40 新家幸徳大橋北側 
10：00～10：35 大苗代老人集会場 
10：45～11：15 市場敬老会館 

10：35～11：30 東和苑公園前 

時間 ところ 月日 

４月８日� 

４月９日� 

４月14日� 

11：30～11：45 市場大発団地公園 
13：30～14：00 図書館駐輪場 
14：15～14：30 十二本松遥拝所 
14：45～15：15 信達公民館 

10：20～11：40 八幡山団地入口公園 
13：30～14：10 府警団地集会場 
14：15～15：45 砂川集会場 
10：00～12：00 保健センター 

９：45～10：00 東信達（金熊寺）老人集会場 

時間 ところ 

狂犬病予防接種の実施日をお知らせします狂犬病予防接種の実施日をお知らせします
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今
回
は
、
市
内
最
大
の
遺
跡

で
あ
る
「
男
里

お
の
さ
と

遺
跡
」
を
取
り

上
げ
ま
す
。
男
里
遺
跡
で
は
、

毎
年
多
く
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
先
土
器
時
代
か
ら
近
世
ま

で
の
幅
広
い
時
代
の
遺
構
、
遺

物
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
発
掘
の
成
果
が
初
め
て
報

告
書
に
な
っ
て
六
〇
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
主
な
遺
物

の
展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
七
日(

土)

〜
六
月
三
十
日(

日)

の
各
日
午

前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半
（
月

曜
日
、
祝
日
、
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
そ
の
翌
日
も
休
館
日
で

す
）
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物

館
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
そ

の
他
＝
展
示
解
説
は
随
時
行
い

ま
す
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物

館
（
(83)
６
７
８
９
）

歌
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
好
き

な
人
、
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
み
た
い
人
、
音
楽
の
好

き
な
人
、
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
練
習
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後

二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達

公
民
館
▼
対
象
＝
小
学
新
一
年

生
〜
中
学
生
ま
で
の
男
女
▼
募

集
人
員
＝
三
十
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
▽
入
団
費
は
三
〇
〇

〇
円
（
年
会
費
・
制
服
貸
与
代

等
）
▽
月
会
費
は
二
〇
〇
〇
円

（
活
動
費
・
合
宿
費
等
）
▼
申

込
み
＝
四
月
二
十
七
日(

土)

ま

で
の
公
民
館
開
館
日
に
信
達
公

民
館
へ
、
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽
見
学
歓

迎
し
ま
す
▽
男
の
子
の
団
員
を

歓
迎
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
252
）
・
信
達
公

民
館
（
(83)
９
２
６
４
）

日
本
野
鳥
の
会
大
阪
支
部
で

は
、
男
里
川

お
の
さ
と
が
わ

河
口
部
（
干
潟
）

で
の
野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
七
日(

土)

午
前
九
時
半
に
南
海
樽
井
駅
前

に
集
合
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川
河

口
部
（
干
潟
）
と
河
川
敷
▼
内

容
＝
府
内
唯
一
の
自
然
干
潟
が

残
る
男
里
川
河
口
部
（
干
潟
）

に
訪
れ
る
水
辺
の
鳥
（
シ
ギ
、

チ
ド
リ
、
ア
オ
サ
ギ
）
の
コ
ロ

ニ
ー
等
を
観
察
し
ま
す
▼
参
加

費
＝
▽
日
本
野
鳥
の
会
々
員
は

一
〇
〇
円
▽
一
般
は
二
〇
〇
円

（
各
保
険
代
）
▼
携
行
品
＝
双

眼
鏡
、
筆
記
用
具
、
図
鑑
（
あ

れ
ば
）
▼
そ
の
他
＝
▽
午
後
十

二
時
半
に
現
地
解
散
し
ま
す
▽

日
本
野
鳥
の
会
大
阪
支
部
で
は

毎
月
第
四
土
曜
日
に
男
里
川
河

口
部
で
野
鳥
観
察
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝
農
林
水

産
課
（
内
線
584
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
「
何
で
も

あ
り
の
新
聞
づ
く
り
」
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
新
聞
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
・
テ
ー
マ
＝
▽
一
、
五

月
十
一
日(

土)

（
最
近
の
ニ
ュ

ー
ス
を
と
り
あ
げ
る
）
▽
二
、

五
月
二
十
五
日(

土)

（
三
つ
〜

五
つ
に
し
ぼ
っ
て
、
文
章
に
ま

と
め
る
）
▽
三
、
六
月
一
日

(

土)

（
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
）

▽
四
、
六
月
十
五
日(

土)

（
記

事
の
見
出
し
を
考
え
、
文
章
の

校
正
を
考
え
る
）
▽
五
、
六
月

二
十
九
日(

土)

（
最
終
チ
ェ
ッ

ク
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
）
▽
六
、
七
月
で
未
定
（
印

刷
・
完
成
）
▼
開
催
時
間
＝
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
七
時
〜
九

時
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
幡
代
老
人

集
会
場
（
幡
代
一
の
一
三
の
一

九
）
▼
講
師
＝
中
村
初
美
さ
ん

（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
十

五
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
四
月
二
十

六
日(

金)

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
の
往
信
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
。
返
信
ハ
ガ
キ
に
ご
自
分
の

宛
名
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
「
新
聞
づ
く
り
」
係
ま
で
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

247
）か

く
し
芸
や
特
技
が
な
く
て

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
身
近
な
も
の
を
使
っ
た
簡

単
な
手
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
四
日(

火)

、

二
十
八
日(

火)

、
六
月
十
一
日

(

火)

、
二
十
五
日(

火)

の
各
日
午

後
一
時
半
〜
三
時
半
（
全
四
回
）

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

六
十
歳
以
上
の
方
ま
た
は
十
八

歳
以
上
の
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
(85)
０
７
０

７
／
fax
(85)
０
９
０
９
）

公
民
館
の
イ
ベ
ン
ト
ク
リ
エ

イ
ト
企
画
で
す
。
陽
光
を
い
っ

ぱ
い
受
け
て
、
海
辺
を
ハ
イ
キ

ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
十
八
日(

土)

午

前
十
時
〜
午
後
二
時
（
午
前
十

時
に
南
海
み
さ
き
公
園
駅
改
札

口
に
集
合
）
▼
コ
ー
ス
＝
み
さ

き
公
園
駅
〜
長
松
自
然
海
岸
〜

淡
輪
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
（
見

学
・
休
憩
）
〜
あ
た
ご
山
（
昼

食
）
〜
南
海
淡
輪
駅
（
解
散
）

▼
対
象
＝
▽
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
で
六
�
を
歩
く
こ
と
が
で

き
る
方
▽
就
学
前
の
子
ど
も
も

参
加
で
き
ま
す
。
但
し
、
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
▼
定

員
＝
五
十
人
▼
参
加
費
＝
一
五

〇
円
（
保
険
代
）
、
交
通
費
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
▼
携
行

品
＝
動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子
、

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団

新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す

古
代
史
博
物
館
企
画
展

「
発
掘
！
男
里
遺
跡
」

男
里
川
で
野
鳥
を

観
察
し
ま
せ
ん
か

新
聞
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
手
品
教
室

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
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▼対　象＝泉南市在住、在勤の方
（但し全日制の高校生は除きます）
▼費　用＝各教室とも10回単位。１
教室につき受講料として大人2,000円、
こども1,000円（但し、親子体操・ト
トロ教室は、親と子１組につき2,000
円となります）。また、スポーツ傷害
保険料として、大人、子どもそれぞ
れ450円が必要となります。
▼申込み期間＝４月27日(土)～５月６
日(日)の各午前９時～午後５時（但し、
４月30日、５月１日、２日は休館の
ため除く）。受付期間内であっても各
教室とも定員になりしだい締め切り
ます。
▼チャイルド体操の受付（抽選）＝
４月27日(土)午前10時～10時15分まで
に受付用紙を受け取り、定員を超え
た場合は抽選を行います。なお、受

付用紙は１人１枚としますので、１
人で２人以上の申込みはできません
（参加希望者の抽選権利は１回です）
▼プレイニング体操の受付（抽
選）＝４月27日(土)午前11時10分～11
時25分までに受付用紙を受け取り、
定員を超えた場合は抽選を行います。
なお、受付用紙は１人１枚とします
ので、１人で２人以上の申込みはで
きません（参加希望者の抽選権利は
１回です）。
※チャイルド体操・プレイニング体
操教室以外でも４月27日(土)受付開始
（午前９：00各受付に整列）の時点で
定員を超えた場合は、すべて抽選し
ます。
▼申込み場所＝市民体育館
▼申込み方法＝体育館備え付け用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添

えて申し込んでください（印鑑が必
要です）。
▼その他＝▽各教室とも５月上旬
（一部５月中旬）から始めます。詳し
い日程表は受付時にお渡しします▽
申込み締切後は、受講料、保険料は
返却しません▽日程及び時間帯に変
更が生じる場合があります▽各教室
とも申込み人数により開設しない場
合があります（この場合、受講料、
保険料は返却します）▽幼児をつれ
ての受講は、ご遠慮願います（親子
体操・トトロ教室も保護者１人につ
き子ども１人です）▽一般男子、女
子については、平成14年４月１日現
在で18歳以上の方が対象です。
▼問合せ＝市民体育館（(82)１０００）

　市民体育館では、スポーツ教室を開催します。健康・体力・仲間づくりのため、ふるってご参加く 
ださい。なお、親子体操・トトロ教室は、泉南市体育指導委員協議会・ライフスポーツ振興財団主催 
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼問合せ＝市民体育館（��１０００） 

教室名 対　象 日　時 定員 場　所 内　容 

プレイニング体操（抽選） 

エアロビクス 

ストレッチ＆ジャズ体操 

親子体操・トトロ 

トライスポーツ 

プレ・スポーツ 

Ｈ10年4月2日～ 
Ｈ11年4月1日生 

毎週金曜日 
午後３時半～４時半 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、 
いろいろな用具を使って体を動かします 

体の硬い人のストレッチと、若さを保ち快適に 
生活をおくれるやさしいジャズ体操です。 

リズム運動、歌あそび、手あそびなどを 
しながら、親子のふれあいを深めます。 

誰でも楽しめるニュースポーツ・レクスポ 
ーツを中心に、日頃、運動不足の人でも簡 
単にはじめられるトレーニング・体操など 
で無理なく体を動かします。 

いろいろなボールを使い、楽しみながらの 
ボール運動・遊びの中で個々の能力を高め 
るように進め、またサッカーに必要なボー 
ル扱いやボール感覚なども養います。 

年齢に関係なく、誰でもはじめられる 
やさしいエアロビクスです。 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第１競技場 

毎週土曜日 
午前９時半～11時 

毎週木曜日 
午前10時～11時 

毎週金曜日 
午前10時～11時半 

毎週土曜日 
午後１時50分～３時 

毎週水曜日 
午後２時～３時 

保護者とＨ10年4月2日 
～Ｈ12年4月1日生 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

一般男子 
一般女子 

一般男子 
一般女子 

小学校 
２・３年生 

20人 

ちびっこ体操 
マットの後ろまわり、跳箱の開脚とび、鉄棒の逆上がりが 
できるを目標にボールやトランポリン等の運動をします 

市民体育館 
第２競技場 

毎週土曜日 
午後２時～３時15分 

小学校 
１・２年生 

20人 

チャイルド体操（抽選） 
マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳箱、音楽等を 
利用して、体を動かすことが好きになるよう進めます。 

市民体育館 
第２競技場 

毎週水曜日 
午後３時半～４時半 

Ｈ8年4月2日～ 
Ｈ10年4月1日生 

20人 

40人 

40人 

25組 

20人 

20人 

平成14年度前期・スポーツ教室 
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Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際

交
流
推
進
チ
ー
ム
で
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
制
度
を
実
施
し
て
お

り
、
次
の
と
お
り
新
た
な
登
録

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
異
文

化
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を
身

に
つ
け
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

▼
対
象
＝
国
際
交
流
活
動
に
熱

意
と
関
心
の
あ
る
方
で
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
（
一
定
期
間
外
国
人

を
受
け
入
れ
、
家
族
と
共
に
生

活
す
る
こ
と
）
の
可
能
な
泉
南

市
に
住
所
を
有
す
る
方
（
ご
家

庭
）
▼
内
容
＝
国
際
交
流
基
金

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
（
田
尻
町
）

に
や
っ
て
く
る
研
修
生
た
ち
の

受
け
入
れ
▼
そ
の
他
＝
登
録
の

受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
政
策
推
進

課
（
内
線
287
）

市
立
保
育
所
で
は
、
今
年
も

六
月
か
ら
所
庭
の
開
放
を
実
施

し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保

育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡

先
＝
▽
一
、
信
達
保
育
所
（
第

二
火
曜
日
・
(83)
４
６
４
２
）
▽

二
、
樽
井
保
育
所
（
第
二
火
曜

日
・
(82)
０
０
７
４
）
▽
三
、
浜

保
育
所
（
第
三
火
曜
日
・
(84)
２

６
６
０
）
▽
四
、
鳴
滝
第
一
保

育
所
（
第
三
火
曜
日
・
(83)
４
０

４
１
）
▼
開
放
時
間
＝
▽
一
、

三
、
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▽
二
、
四
、
は
午
前
九
時
半
〜

十
一
時
▼
そ
の
他
＝
六
月
か
ら

の
開
放
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
児

童
福
祉
課
（
内
線
281
）

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た

め
、
自
分
の
骨
密
度
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
六
日
、
二
十
日
、

七
月
十
一
日
、
十
八
日
、
八
月

二
十
二
日
、
二
十
九
日
（
す
べ

て
木
曜
日
の
午
後
）
▼
と
こ

ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

三
十
歳
以
上
の
市
民
▼
定
員
＝

各
日
五
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
四
月
八
日(

月)

か
ら
、

お
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

（
時
間
予
約
制
）
▼
携
行
品
＝

健
康
手
帳
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
（(82)

７
６
１
５
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す

保
育
所
へ
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
？

骨
密
度
測
定
を

実
施
し
ま
す

泉南市教育委員会では、パソコン・インターネット初心

者の方（高齢者及び障害者を優先します）を対象にした、

ＩＴ講習を引き続き開催します。

▼講習番号・とき・ところ＝次表のとおり▽

Ａ－１、Ｂ－１、Ｃ－１、Ｄ－１、Ｆ－１、

Ｆ－２は高齢者（65歳以上）優先の講習です

▽Ａ－２、Ｂ－２、Ｃ－２、Ｄ－２は障害者

優先の講習です▼対象＝府内在住の満20歳以

上のパソコン初心者（高齢者及び障害者を優先

します）▼講習内容＝▽パソコンの基本操作・文

書作成、インターネット及びＥメールに関する基礎

技能▽１講習は全12時間▼参加費＝無料▼定員＝各講習20

人▼申込み＝４月30日(火)（必着）までに、往復ハガキの往

信用に一、希望する講習番号（第２希望まで）二、氏名

（ふりがな）三、生年月日四、住所五、電話・ファクス番号

六、パソコン経験の有無七、障害者の方は、障害の部

位と身体障害者手帳の等級。返信用にはご自分の

宛名を明記の上、〒590－0521泉南市樽井６丁目

11－16・樽井公民館「ＩＴ講習」係まで。５月

10日(金)以降に詳細を連絡します※なお、講習

は高齢者及び障害者を優先しますが、定員に満

たない場合は、一般の方も受講できますので、

お申込みください▼その他＝▽再受講の場合は、

「再受講」と明記してください▽キャンセルによる追

加募集も行っていますので、随時お問い合わせください▼問

合せ＝樽井公民館（(83)４３６１・fax(83)４３８０）

講習番号 講習の月日 講習の時間 講習施設 
Ａ－１ 
Ａ－２ 
Ｂ－１ 
Ｂ－２ 
Ｃ－１ 
Ｃ－２ 
Ｄ－１ 
Ｄ－２ 
Ｆ－１ 
Ｆ－２ 

６月15日�、16日� 

６月15日�、16日� 

６月15日�、16日� 
６月29日�、30日� 

６月22日�、23日� 

６月22日�、23日� 
６月８日�、９日� 

６月８日�、９日� 
６月18日�、19日�、20日�、21日� 
６月25日�、26日�、27日�、28日� 

午前10時～午後５時（各６時間） 
樽井公民館 

信達公民館 

新家公民館 

西信達公民館 

埋蔵文化財センター 

午前10時～午後５時（各６時間） 
午前10時～午後５時（各６時間） 
午前10時～午後５時（各６時間） 
午前10時～午後５時（各６時間） 
午前10時～午後５時（各６時間） 
午前10時～午後５時（各６時間） 
午前10時～午後５時（各６時間） 
午後１時～４時（各３時間） 
午後１時～４時（各３時間） 



福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
、
保

育
所
、
通
園
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き
▼
対
象
児
童
が
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る
と
き
▼
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
る
と
き
（
三
、
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
）
▼
母
の
配
偶
者
（
三
、

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
）
に
養
育
さ

れ
て
い
る
と
き
▽
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
、
五
年
を
経
過
し
て
い
る
と
き
。

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
が
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
、
婚
姻
届
け
を
し
て
い
な

い
事
実
上
の
配
偶
者
が
あ
る
場
合
な
ど

一
、
〜
七
、
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
手
当
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
た
だ
ち
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
氏
名
、
金
融

機
関
や
住
所
を
変
更
し
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
に
対
し
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
一
、
二
級
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）
▼
助

成
額
＝
初
乗
り
基
本
料
金
（
但
し
、
利
用
で

き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
申
請
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
288
）

11

毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

4月4日、11日、25日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室２ 

市役所・別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎週水曜・西森医師 
時間はいずれも 
午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあクラブを紹介しますあいぴあクラブを紹介します

あいぴあ講座を修了

された皆さんのクラブ

活動を紹介します。

▼ピアノクラブ

キーボードを使って

のグループレッスン

で、みんなが知ってい

る、弾いてみたい曲を

選んで練習していま

す。音楽を楽しみなが

ら、指先を使うことに

より、脳の活性

化も図れます。

▼とき＝毎月第

１、３水曜日の

午前10時～正午

▼ところ＝あい

ぴあ泉南▼対

象＝市内在住のおおむ

ね60歳以上の方または

18歳以上の障害者手帳

を持っている方▼参加

費＝2,500円（キーボー

ドのレンタル代等）

▼申込み・問合せ＝お

電話またはファクスで

あいぴあ泉南（(85)０

７０７／fax(85)０９０

９）

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
国
民
年
金
事

務
の
一
部
が
次
の
一
、
〜
四
、
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

一
、
半
額
免
除
制
度
が
実
施
さ
れ
ま

す
＝
国
民
年
金
保
険
料
の
半
額
を
納
め

る
と
全
額
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
二

の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

但
し
、
一
定
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

二
、
第
３
号
被
保
険
者
の
各
種
届
の
届

出
先
が
変
わ
り
ま
す
＝
配
偶
者
の
勤
務

先
の
事
業
主
か
ら
管
轄
の
社
会
保
険
事

務
所
に
直
接
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

三
、
保
険
料
の
取
り
扱
い
を
直
接
、
国

（
社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
務
所
）
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
＝
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
書
は
国
（
社
会
保
険
庁
・

社
会
保
険
事
務
所
）
よ
り
送
付
さ
れ
ま

す
。
口
座
振
替
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
指
定
金
融
機
関
か
ら
口
座
振
替

が
行
わ
れ
ま
す
。
※
保
険
料
は
全
国
の

銀
行
、
郵
便
局
等
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
但
し
、
市
役
所
内
の
銀
行
で

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

四
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
す
＝
大
学
生
、
大
学
院
生
、

短
大
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
、

専
修
学
校
に
在
学
す
る
二
十
歳
以
上
の

学
生
で
夜
間
部
、
定
時
制
、
通
信
制
の

学
生
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険

者
の
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ

い
う
っ
か
り
」
の
未
納
期
間
が
あ
り
ま

す
と
、
万
一
の
事
故
の
時
に
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期

限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
保
険
料

は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
、
未
納
期

間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
年
金

の
受
給
権
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
＝

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
就
職
し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手

帳
を
事
業
所
に
提
示
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
母
子
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
健

全
な
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
一
、
〜
七
、
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
十
八
歳
に
到
達
し
た
日
以
降
、

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
児
童

（
法
律
に
定
め
る
児
童
が
あ
る
時
は
二
十

歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
又
は
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
（
児
童
と
同

居
し
、
監
護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
こ
と
）
し
て
い
る
方
が
受
給
で
き

ま
す
。

一
、
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を
含
む
）
二
、
父

が
死
亡
し
た
児
童
三
、
父
が
政
令
で
定

め
る
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童
四
、
父

の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
五
、
父

か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

六
、
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童
七
、
母
が
婚
姻
に
よ

ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童
。

但
し
、
以
上
の
一
、
〜
七
、
に
該
当

し
て
も
、
次
の
場
合
に
は
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

▼
母
、
養
育
者
ま
た
は
対
象
児
童
が
日

本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き
▼
母
、
養

育
者
が
公
的
年
金
、
遺
族
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き
▼
対
象
児
童
が

父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り
支
給
さ
れ

る
公
的
年
金
、
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
▼
対
象
児
童
が
父
に

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と

な
っ
て
い
る
と
き
▼
対
象
児
童
が
児
童

10

nformati
i

on
国
民
年
金
事
務
の
一
部

が
変
更
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

児
童
扶
養
手
当
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



り
、
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が
増
え
た
と

き
三
、
受
給
者
の
住
所
が
他
市
区
町
村
に

変
わ
っ
た
と
き
四
、
児
童
の
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
五
、
受
給
者
、
児
童
の
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き
六
、
受
給
者
が
公
務
員
と

な
っ
た
と
き
七
、
支
払
い
希
望
金
融
機
関

を
変
更
し
た
い
と
き
※
手
続
き
が
遅
れ
ま

す
と
、
受
給
で
き
る
月
分
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

泉
南
警
察
で
は
、
四
月
二
十
一
日(

日)

〜
三
十
日(

火)

の
期
間
、「
春
の
地
域
安

全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
住
民
の
方
々
と
協
力
し
て

犯
罪
や
事
故
、
災
害
の
無
い
安
全
で
安
心

し
て
生
活
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
▼
車
上
狙
い
、オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
盗
等
の
街
頭
犯
罪
の
予
防
検
挙
▼

ひ
っ
た
く
り
盗

の
撲
滅
▼
空
き

巣
、
忍
び
込
み

等
の
侵
入
盗
の

防
止
▼
青
少
年

の
非
行
防
止
な

ど
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ

て
、
身
近
な
犯

罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
活
動
を
防
犯
委
員

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
各
種
情
報
提
供
等
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
・
生
活
安
全
課

（
(71)
１
２
３
４
）

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ
る
苦
情
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ

て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン

を
持
ち
帰
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
241
）
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春
の
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）

1

1

8 9

2

15

22 23

16

22 30 3 4

5 6 7

3 4 5 6

7 10 11 12 13

14 17 18 19 20

21 24 25 26 27

228

8 9

29

5 6

28

1

1

8 9

2

15

22 23

16

22 3029

5 6 7

3 4 5 6

7 10 11 12 13

14 17 18 19 20

21 24 25 26 27

228

8 9

3 4

1 2 3

2 3 41

10

17

21

12

19

23

13

20

24

11

18

22

5 64

87

5

14

21

28

6

9

7 8 9

15

22

29

16

23

30

市民の皆さんに、ホッ

トでタイムリーな行政情

報を提供するため、市職

員を講師として派遣して

いる「せんなん伝市メー

ル講座」に、このたび新

しくメニューができ、さ

らにご利用いただきやす

くなりました。市政や福

祉など13のジャンルの中

から、興味のあるテーマ

を選択していただくこと

ができます。例えばテー

マ１「市役所の仕事」で

は、市役所の組織や機構

についてのお話をします。

なお、「せんなん伝市メ

ールのテーマ一覧」は、

泉南市ホームページや市

役所秘書課の窓口で閲覧

することができます。ふ

るってご利用ください。

▼対　象＝市民が中心と

なって、泉南市の発展の

ために自主的活動を行っ

ている、または行おうと

している団体やグループ。

（但し、講座には10人以

上の出席者が見込まれる

場合とします）

▼内　容＝▽せんなん伝

市メールテーマ一覧表か

ら選択してください▽行

政全般に関わる事柄で、

秘書課と事前に協議、選

定した内容であればこの

範囲としません。

▼開催日時＝祝祭日、年

末年始を除くすべての日。

時間は午前９時から午後

９時までの２時間以内と

します。

▼開催場所＝泉南市内に

限ります。

▼費　用＝市職員の講師

は無料とします。

▼その他＝開催場所の使

用手続き、その他の準備

等については申込者の責

任において行ってくださ

い。

▼申込み＝講座への派遣

講師を希望される団体・

グループの代表者の方は、

事前に市役所秘書課へ申

込み用紙を提出し、テー

マや日程を決定してくだ

さい。

▼問合せ＝秘書課（内線

302）

せんなん・伝市メール講座に
新しくメニューができました

泉
南
市
・
泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
聴

覚
、
発
声
、
発
語
に
障
害
を
持
つ
方
を
対

象
に
、
突
然
の
け
が
や
病
気
、
火
災
発
生

等
が
発
生
し
た
場
合
の
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る

緊
急
通
報
（
一
一
九
番
）
制
度
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
運
用
開

始
に
あ
た
り
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
一
日(

日)

午
前
九
時

半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
研
修
室
１
▼
対
象
＝
聴
覚
、
発
声
、
発

語
に
障
害
を
持
つ
方
▼
内
容
＝
▽
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
送
受
信
）
▽
制
度
の

概
要
及
び
運
用
要
綱
に
つ
い
て
▽
手
話
通

訳
の
派
遣
に
つ
い
て
▽
質
疑
応
答
▼
問
合

せ
＝
▽
高
齢
障
害
福
祉
課
（
(83)
０
０
０

１
・
内
線
309
／
fax
(83)
７
６
６
７
）
▽
泉
南

市
消
防
本
部
（
(85)
０
１
１
９
／
fax
(83)
７
９

５
１
）

▼
農
地
の
転
用
と
は
＝
農
地
を
住
宅
用

地
、
車
庫
用
地
、
工
業
用
地
、
倉
庫
用
地
、

資
材
置
場
、
駐
車
場
等
、
農
地
以
外
の
用

途
に
用
地
を
変
更
す
る
こ
と
を
い
い
、
農

地
法
に
基
づ
い
て
許
可
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を
一
時
的
に
資
材

置
場
や
駐
車
場
、工
事
仮
設
事
務
所
用
地
、

作
業
員
宿
舎
用
地
、
砂
利
採
取
場
な
ど
に

す
る
場
合
で
も
、
農
地
転
用
と
な
り
、
同

様
に
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
地
転
用
の
手
続
き
＝
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
自
分
名
義
の
農
地
を
転
用
す

る
と
き
（
四
条
申
請
）、
他
人
名
義
の
農

地
を
買
っ
て
、
あ
る
い
は
借
り
て
転
用
す

る
と
き
（
五
条
申
請
）
は
、
農
業
委
員
会

を
経
て
、
さ
ら
に
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
市
街
化
区
域
の
農
地

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業
委
員
会

へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
無
断
転
用
に
は
厳
し
い
措
置
＝
無
断
転

用
者
に
は
、
知
事
は
必
要
な
限
度
に
お
い

て
工
事
等
の
中
止
、
ま
た
は
相
当
の
期
間

を
定
め
て
、
原
状
回
復
そ
の
他
違
反
行
為

の
是
正
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

551
）移

動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お

と
な
の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約

二
六
〇
〇
冊
を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回

し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸

出
券
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
泉
南
市
民
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借

り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時

は
下
記
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
雨
・
暴
風
警
報
発
令
時
等
、

気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

家
庭
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向

上
を
目
的
に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年
（
一

月
か
ら
四
月
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
子
は
五
〇

〇
〇
円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、
第
三

子
以
降
は
一
〇
〇
〇
〇
円
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に
お

い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

方
）名
義
の
銀
行
等
の
通
帳
を
持
参
の
上
、

児
童
福
祉
課
で
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
但
し
、
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
一
、
〜

七
、
の
よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

必
ず
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

一
、
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給

者
が
退
職
し
た
と
き
二
、
出
生
な
ど
に
よ

12

※ふるって、ご利用ください。

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
幡代老人集会場
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
４月 ５月

ステーション名 時間
巡回日

４月 ５月
水
水
木
木
金
金
水

1：30～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：00～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

1日15日
1日
2日
2日

15日
16日
16日

8日

17日
17日
22日

3日17日
3日
4日
4日

17日
18日
18日

5日
5日
10日

19日
19日
24日

9日
8日

9日
10日
10日

22日
23日
23日
24日
24日

11日
10日

11日
12日
12日

24日
25日
25日
26日
26日

1

9

1616

23

29 30 1 4 5

76

3 4

2

9

5

3

10

6 7

10

1715

22 24 25 26 27 28

18 19 20 21

11 12 13 148

8

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
説
明
会

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
就
学
前

特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た
か

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ



入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
中
堅
所
得
者
向

け
の
「
大
阪
府
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
」

の
空
家
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
四
月
一
日
〜
九
月
三
十

日
▼
募
集
住
宅
名
＝
▽
エ
バ
ー
グ
リ
ー

ン
中
小
路
（
中
小
路
）
▽
サ
ニ
ー
ハ
ウ

ス
泉
南
（
信
達
市
場
）
▼
申
込
書
の
配

布
＝
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
及
び
泉
南

住
宅
管
理
事
務
所
等
で
配
布
▼
申
込

み
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
公
社
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
先
着
順
で
受
付
）
▼
問
合

せ
＝
大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
民
間
住
宅

課
（
06
・
６
２
０
３
・
５
４
５
１
）

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」

は
ば
い
煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
悪
臭

や
有
害
物
質
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等

発
生
の
原
因
と
も
な
り
、
周
辺
の
生
活

環
境
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と

し
て
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）
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特
定
優
良
賃
貸
住
宅
空
家

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

め
い
わ
く
な
野
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

●サッカー2002ワールド
カップ公認グッズ販売店
舗を開設
▼ところ＝旅客ターミナ

ル２階国内線ロビー北側

▼取扱商品＝サッカーボ

ール、Ｔシャツ、携帯電

話ストラップ他▼営業時

間＝午前８時～午後７時

（年中無休）

●関空見学展望ホール
▼営業時間＝▽平日は午

前10時～午後６時▽土日

祝日は午前10時～午後８

時▼入場料＝無料▼アク

セス＝エアロプラザ横バ

ス乗り場から見学展望ホ

ール行きの路線バスで約

５分（料金は大人片道

190円、子ども100円）で

約10分間隔で運転

●関西国際空港２期工事
見学ホール
▼とき＝午前10時～午後

６時▼ところ＝ホテル日

航関西空港横の建設棟５

階▼内容＝パノラマスコ

ープ、アニメクイズ、埋

め立てゲームなど▼入場

料＝無料▼申込み＝不要

です

▼問合せ＝関西国際空港

株式会社広報課（(55)２

２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.23

▼新しい学習指導要領で学校は変わります

新しい学習指導要領は、平成14年度から実施され

る完全学校週５日制の下、ゆとりの中で一人ひとりの

子どもに「生きる力」を育成することを基本的なねら

いとして改訂され、４月からスタートします。その内

容について紹介したいと思います。

▼わかりやすい授業を展開し、個に応じた指導の充実

を＝各学校では、子どもたちが授業内容を確実に身に

つけることができるよう、わかりやすい授業を展開し、

一人ひとりを大切にした、きめ細やかな指導を行いま

す。具体的には、理解の状況や習熟の程度、興味、関

心などに応じて個別指導を行ったり、グループ別に学

習したり、複数の教師で授業を行うティームティーチ

ングを実施するなどして、個に応じた指導の充実を図

ります。また、中学校では選択できる教科を拡大する

など、子どもたちが自分の興味・関心に応じて選んだ

教科や課題の学習に、主体的に意欲を持って取り組め

るようにし、学ぶことの楽しさや達成感を味わうこと

ができるようにします。

▼教育内容を厳選し、基礎・基本を確実に身につける

ようにします＝すべての子どもが共通に学ぶべき内容

は、社会生活を営む上で必要とされる基礎的・基本的

な内容に厳選し、子どもたちがゆとりの中でじっくり

学習し、基礎・基本を確実に身につけることができる

ようにします。

▼自ら学び、自ら考える力の育成＝これまでの多くの

知識を教え込みがちであった教育から、子どもたちに

自ら学び、自ら考える力を育成する教育へと転換を図

ります。また、社会の変化に主体的に対応できる力を

育成するとともに、豊かな心やたくましさを育みます。

▼特色ある学校園づくりの推進＝各学校園では「特色

ある学校園づくり」をめざし、職場体験学習や行事、

授業・保育等で地域の方々にお世話になっています。

今年度も各学校園では計画がすすめられていますの

で、ご協力をよろしくお願いします。

▼問合せ＝指導課（内線277）

生きる力を育む新しい学校教育をめざして 
教育委員会 

郵
便
局
職
員
を
装
っ
た
者
が
、
保
険

料
等
を
だ
ま
し
取
る
と
い
っ
た
悪
質
な

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

郵
便
局
の
制
服
を
着
用
し
な
い
不
審

者
が
簡
易
保
険
の
集
金
等
に
訪
問
し
た

場
合
は
、
必
ず
職
員
証
の
提
示
を
求
め

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
局
職
員
で
あ
る
確

認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
現
金
等
を
渡

す
こ
と
な
く
、
す
み
や
か
に
郵
便
局
や

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
郵
便
局
（
(83)
６
６
５

５
）六

十
五
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
昨
年
十
月
よ
り
本
来
の
保
険
料
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
納

付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
特
別
徴
収
は

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
、
普
通
徴
収
は

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
金
額
は
、

四
月
か
ら
三
月
ま
で
の
一
年
間
の
年
額

で
計
算
さ
れ
、
特
別
徴
収
は
六
回
払
い
、

普
通
徴
収
は
十
回
払
い
と
な
り
ま
す
。

但
し
、
年
度
途
中
に
六
十
五
歳
に
な
っ

た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月
か

ら
の
計
算
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
十
四
年
度
の
介
護
保
険
料
（
六

十
五
歳
以
上
の
一
号
保
険
料
）
＝
次
表

を
参
照
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
料
を
一
年
以
上
滞
納
す
る

と
、
保
険
給
付
を
受
け
る
と
き
に
制
約

を
う
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
一
段
階
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
及

び
第
二
段
階
の
方
の
内
、
生
活
困
窮
者

（
生
活
保
護
受
給
者
に
準
ず
る
状
況
に
あ

る
方
）
を
対
象
に
減
額
規
定
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
（
内
線
336
・

337
・
339
）

こ
れ
ま
で
尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
て
き
た
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の

申
請
や
精
神
障
害
者
の
方
の
通
院
医
療

公
費
負
担
申
請
に
係
る
業
務
が
、
四
月

一
日(

月)

か
ら
、
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉

課
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
復
帰

施
設
や
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
の
利
用

相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

309
）
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郵
便
局
職
員
を
装
っ
た

ニ
セ
集
金
人
に
ご
注
意
を

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

精
神
保
健
福
祉
業
務
の
一
部
が

市
役
所
の
窓
口
で
行
わ
れ
ま
す

従前から樽井小学校で投票されてい

た有権者のうち、次の住所地（府道堺

阪南線より山側）にお住まいの方々に

ついては、４月28日(日)に実施される

泉南市長選挙及び泉南市議会議

員補欠選挙からは、第22区投

票所（泉南中学校体育館）

に変更されます。

▼投票場所＝泉南中学校体

育館（樽井２丁目９番１号）

▼樽井＝490、559、566、585

～588、590～598、599（12号～18

号は除く）、601～604、606～609、611

～618、620、674、676～679、680～689、

690～692、695、696、699、731、2450

▼樽井一丁目（２番12号、５番全号、

９番17号・18号・28号・36号～39号、

10番24号を除く全号、11番６号を除く

全号）を除く全地区

▼樽井二丁目（１番全号、３番７号、

４番19号、６番１号、８番５号・10号

～12号・15号・19号～22号、20番41号）

を除く全地区

▼樽井三丁目＝40番２号を除く

全地区

▼馬場819の21

▼馬場一丁目＝１番６－201

号～６－305号・16号・19

号、４番19号・26号・34号、

５番３号・６号・10号・12

号・13号・47号・50号・51号

▼馬場二丁目＝１番12号・13号・15

号・33号・39号～41号・43号・44号・

46号・49号・52号・53号・55号、２番

17号・18号・24号・37号～39号・45号

～58号

▼問合せ＝泉南市選挙管理委員会事務

局（内線260）

第１段階 

普通徴収 特別徴収（２カ月ごとに天引き） 保 険 料  
段　　階 

年　額 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

20,100円 

30,200円 

40,200円 

50,300円 

60,300円 

2,100円 

６月の 
徴収額 

10月の 
徴収額 

７月からの 
毎月徴収額 

４・６・８月 
の徴収額 

12・２月 
の徴収額 

3,200円 

4,200円 

5,300円 

6,300円 

2,000円 

3,000円 

4,000円 

5,000円 

6,000円 

3,300円 

5,000円 

6,700円 

8,300円 

10,000円 

3,600円 

5,200円 

6,700円 

8,800円 

10,300円 

3,300円 

5,000円 

6,700円 

8,300円 

10,000円 

新しく、第22区投票所ができました



（
内
線
228
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自

動
交
付
機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の

執
務
時
間
以
外
の
休
日
で
も
住
民
票
の

写
し
や
印
鑑
証
明
書
等
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、
利
用
す

る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番

号
を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

印
鑑
登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
官
公
署
発
行
の
写
真

の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十

二
月
二
十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜

午
後
七
時
）、
土
日
祝
日
（
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
）
但
し
、
毎
月
第
三
木
曜
日

は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま
で
▼

受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

四
月
、
五
月
の
祝
日
（
連
休
）
に
伴

い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
次
の
表
の

と
お
り
一
部
変
更
し
ま
す
。
平
成
十
四

年
度
ご
み
の
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を

必
ず
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九

時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に

ご
み
を
分
別
し
て
か
ら
、
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時

間
内
に
、
備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
利
用
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、
手
数
料
分
の

定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留
も
可
）

し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当

た
り
）
は
、
▼
住
民
票
の
写
し
＝
二
〇

〇
円
▼
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
四
五
〇
円
▼

除
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
原
戸
籍

謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
私
的
年
金
現

況
届
＝
一
〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況

届
＝
無
料
。
※
請
求
の
で
き
る
人
は
、

原
則
と
し
て
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯

（
同
一
戸
籍
）
内
の
人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
市
内

の
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
図
り
、
さ
ら

に
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ

け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
豊
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
の
情
報
交

換
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
活

動
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代
表
者
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
(83)
０
２
９
４
）
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泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
民
票
等
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

▼質　問＝資格発生日にさかの

ぼって保険税を納付するのに、

どうして、その間の保険給付を

受けることができないのです

か？

▼答　え＝国民健康保険の資格

は、届け出によって発生するの

ではなく、被保険者としての要

件を備えたとき（例えば、健康

保険の適用を受けていた人が退

職した日の翌日）に取得します。

したがって、国保資格を取得す

れば、潜在的に保険税の納付義

務が発生し、保険者による賦課

決定があって顕在化します。こ

の賦課決定は、原則３年さかの

ぼって行うことができます。

一方、保険給付は、被保険者

証を保険医療機関または保険薬

局に提示して、療養の給付を受

けることを原則としています。

（国保法36条３項）

したがって、本件のような場

合には、届け出もなく保険証の

交付を受けていないことになる

ので、療養の給付は受けられな

いことになります。ただし、資

格の届け出をしなかったことに

ついて、やむを得ない事由があ

ると認められる場合には、資格

取得の日から、その届け出のあ

った日までの期間の療養につい

て、療養費が支給されることに

なりますが、単に届け出義務を

知らなかったという理由では、

療養費の支給を行わなければな

らないものとはいえません。

▼問合せ＝国保年金課（内線291）

４月30日� 

収集日 収集する地域 

５月１日� 

５月２日� 

５月３日� 

５月７日� 

５月８日� 

月・木曜日の地域 

火・金曜日の地域 

通常どおり収集 

通常どおり収集 

月・木曜日の地域 

火・金曜日の地域 

知っていますか？国民健康保険の遡及給付

四
月
六
日(

土)

〜
十
五
日(

月)

ま

で
の
十
日
間
、

交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
、
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し

て
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

▼
運
動
の
重
点
＝
▽
交
通
死
亡
事
故
の

防
止
▽
め
い
わ
く
駐
車
の
追
放
▽
公
共

交
通
の
利
用
促
進
▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
▽

お
お
さ
か
　
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ

う
！
▽
し
っ
か
り
と
　
ル
ー
ル
守
っ
て

事
故
防
止
▽
そ
の
駐
車
　
あ
な
た
は
よ

く
て
も
　
み
ん
な
が
困
る
▽
事
故
を
呼

ぶ
　
そ
の
無
理
　
そ
の
酒
　
そ
の
速
度

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
(71)
１
２
３

４
）
・
環
境
整
備
課
（
内
線
228
）

助
産
施
設
制
度
は
児
童
福
祉
法
第
二

十
二
条
に
基
づ
き
、
保
健
上
必
要
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
入
院
助
産
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
に
、
国
・
府
・
市
が
費
用
を
一

部
ま
た
は
全
額
負
担
し
て
病
院
（
助
産

施
設
）
で
出
産
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。
但
し
、
こ
ち
ら
の
指
定
す
る
病
院

で
の
出
産
と
な
り
ま
す
。

▼
助
産
施
設
を
利
用
で
き
る
人
＝
▽
妊

産
婦
の
属
す
る
世
帯
の
前
年
の
所
得
税

が
一
六
八
〇
〇
円
以
下
の
人
▽
出
産
に

伴
う
給
付
費
の
額
が
三
十
万
円
未
満
の

人
▼
必
要
書
類
＝
一
、
妊
娠
証
明
書
ま

た
は
分
娩
の
確
認
で
き
る
書
類
（
母
子

手
帳
等
）
二
、
住
民
票
（
世
帯
全
員
の

も
の
）
三
、
医
療
保
険
証
四
、
前
年
分

所
得
税
源
泉
徴
収
票
五
、
前
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
書
の
写
し
六
、
前
年
度

分
市
民
税
課
税
証
明
書
（
四
、
五
、
六
、

に
つ
い
て
は
該
当
す
る
も
の
い
ず
れ
か

ひ
と
つ
）
▼
費
用
の
本
人
負
担
額
＝
次

表
の
と
お
り

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
325
）

泉
南
市
で
は
新
生
児
（
一
歳
未
満
児
）

を
対
象
に
、
乳
児
用
シ
ー
ト
の
無
料
貸

し
出
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
方
で
、
車

を
所
有
し
、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る

一
歳
未
満
の
乳
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転

す
る
必
要
が
あ
る
方
▼
貸
出
期
間
＝
一

ヶ
月
間
を
限
度
と
し
ま
す
▼
費
用
＝
無

料
（
但
し
、
洗
浄
代
等
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
）
▼
申
込
み
＝
環
境
整
備

課
（
市
役
所
別
館
一
階
）
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

印
鑑
、
運
転
免
許
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
車

の
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
検
査
証
に
よ
り

確
認
が
必
要
で
す
）
▼
そ
の
他
＝
貸
し

出
し
の
可
否
は
先
着
順
で
内
容
を
審
査

の
上
決
定
し
、
貸
出
決
定
通
知
書
に
よ

り
通
知
し
ま
す
（
貸
出
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
）
▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
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乳
児
用
シ
ー
ト
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す

助
産
施
設
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

階層 定　義 本人負担額（円） 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

生活保護法による被保護 
世帯（単給世帯含む） 

Ａ・Ｄ階層を 
除き前年度市 
民税課税世帯 

Ａ・Ｂ階層を 
除き前年度所 
得税課税世帯 

前年度市民税非課税世帯 

均等割の額のみ 

16,800円以下 

所得割の額がある世帯 

無　料 

2,200＋（出産給付費×20％） 

4,500＋（出産給付費×30％） 

6,600＋（出産給付費×30％） 

9,000＋（出産給付費×50％） 

４月１日から医療機関での、高齢
者の自己負担額が改定されます。
【外来の場合】
�定額制の診療所
▼１日につき800円（改定前）が１
日につき850円となります。※１カ
月に５日以上通院した場合は、その
月の５日目以降の通院については負
担はありません。
�病院及び定率制の診療所
一部負担金は医療費の１割です

が、同一の医療機関での負担額が１
カ月に次の額に達したときは、その
後は自己負担はありません。
一、医療機関で院外処方せんを交付
されなかった方＝▽医療機関で3,000
円（改定前）が3,200円（改定後）▽
大病院（ベッド数が200床以上ある
病院）で診療された方は5,000円（改
定前）が5,300円（改定後）となりま
す。
二、医療機関で院外処方せんを交付
された方＝▽医療機関で1,500円（改

定前）が1,600円（改定後）、薬局で
1,500円（改定前）が1,600円（改定後）
▽大病院（ベッド数が200床以上あ
る病院）で診療された方はそれぞれ
2,500円（改定前）が2,650円（改定後）
となります。
【老人保健の訪問看護を受けた場合】
�定額制の訪問看護ステーション
▼１日につき600円（改定前）が１
日につき640円（改定後）※１カ月
に６日以上訪問看護を受けた場合
は、その月の６日目以降の訪問看護
については基本利用料の負担はあり
ません。
�定率制の訪問看護ステーション
一部負担金は老人保健の訪問看護

に要する費用の１割ですが、同一の
訪問看護ステーションでの基本利用
料が１カ月に次の額に達したとき
は、その後は基本利用料の負担はあ
りません。
▼１カ月に3,000円（改正前）が１カ
月に3,200円（改正後）になります。

高齢者の自己負担額が改定されます



学
ん
で
・
気
づ
い
て
・
わ
た
し
は
変

わ
る
〜
心
は
も
っ
と
楽
に
な
れ
る
〜

女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
に
と
ら
わ
れ

ず
、「
自
分
が
自
分
ら
し
く
」
あ
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
は
、
基
礎
編
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
編
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基

礎
編
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
の
ど
ち
ら

か
一
方
の
受
講
も
可
能
で
す
。
な
お
、

今
年
度
は
、
前
期
と
後
期
に
わ
け
て
開

催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
講
師
＝
左
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
正
午
。
但
し
、
後
期
日
程
（
九
月
十

日(

火)

、
十
七
日(

火)

、
二
十
四
日(

火)

の
テ
ー
マ
・
講
師
に
つ
い
て
は
、
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所

別
館
会
議
室
▼
参
加
費
＝
無
料
（
但
し
、

一
時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
初
回

の
み
子
ど
も
１
人
に
つ
き
保
険
代
と
し

て
四
五
〇
円
が
必
要
で
す
）
▼
そ
の

他
＝
一
時
保
育
（
先
着
十
人
）
と
手
話

通
訳
が
あ
り
ま
す
▼
申
込
み
＝
五
月
二

日(

木)

（
必
着
）
ま
で
に
、
お
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
一
時
保
育
及
び
手
話

通
訳
の
要
否
、
一
時
保
育
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が

な
）
と
生
年
月
日
を
明
記
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南

市
人
権
啓
発
課
（
(83)
０
０
０
１
・
内
線

237
／
fax
(83)
０
３
２
５
）
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課

（
内
線
237
）

人権シリーズ人権シリーズ
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輝
い
て
生
き
る
た
め
に
‥

女
性
イ
キ
イ
キ
講
座

各種の伝承文芸、習俗を考察するこ

とを通して、そこにひそむ差別の構造

を明らかにしながら、その克服に向け

て考えるとともに、人間の尊厳とは何

かをあらためて追求したいと思いま

す。ふるって、ご参加ください。

▼とき・内容＝次表のとおり（時間は

いずれも午後２時から４時）

▼ところ＝あいぴあ泉南３階研修室

▼テーマ＝伝承世界にひそむ差別構造

▼講　師＝松原右樹
まつばらまれき

さん（府立泉陽高

等学校教諭）

▼定　員＝50人（多数の場合は抽選）

▼参加費＝無料

▼申込み＝５月２日(木)までに、往復

ハガキに住所、氏名、電話番号、人権

文化講座希望、手話通訳

希望（必要な場合）と明

記の上、〒590－0592（住

所不要）泉南市人権啓発

課へ申し込んでください。

▼問合せ＝人権啓発課

（(83)０００１・内線237／

FAX(83)０３２５）

伝承世界にひそむ差別構造伝承世界にひそむ差別構造

人権文化講座に参加しませんか？人権文化講座に参加しませんか？

５月14日� 

５月21日� 

５月28日� 

６月４日� 

６月11日� 

６月18日� 

６月25日� 

７月２日� まとめ 

テーマ：女らしくって大切ですか 
　　　　～生活の中の性差～ 
講　師：日野玲子さん（女性学研究者） 

テーマ：メディアリテラシーって何？ 
講　師：メディアとコミュニケーション研究室ａｍｉｅ 
　　　　　　　　　　　井上はねこさん 
テーマ：メディアの中の女性 
講　師：メディアとコミュニケーション研究室ａｍｉｅ 
　　　　　　　　　　　井上はねこさん 
テーマ：情報に操られないために 
講　師：メディアとコミュニケーション研究室ａｍｉｅ 
　　　　　　　　　　　井上はねこさん 

テーマ：見つめ直そう自分らしさ 
　　　　～ジェンダーって何？～ 
講　師：津村明子さん（ジャーナリスト） 
テーマ：知ってる？本当の自分のきもち・� 
　　　　～自己尊重トレーニング～ 
講　師：佐藤まどかさん（カウンセリングスペース・リブ） 
テーマ：知ってる？本当の自分のきもち・� 
　　　　～自己尊重トレーニング～ 
講　師：佐藤まどかさん（カウンセリングスペース・リブ） 

第１講／５月17日� 

第２講／６月14日� 

第３講／７月12日� 

第４講／９月13日� 

陰陽師と差別の構造 

小栗判官伝承と差別の構造 

処刑・心中と差別の構造 

子守歌と差別の構造 

月　日 内　容 

講
師
の
尾
形
誠
宏
（
お
が
た
ま
さ
ひ

ろ
）
さ
ん
は
、
一
九
九
七
年
に
大
学
を

退
職
さ
れ
る
ま
で
、
脳
神
経
外
科
医
と

し
て
仕
事
第
一
の
生
活
を
送
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

五
十
歳
の
頃
、
カ
ナ
ダ
へ
留
学
さ
れ

た
際
に
、
欧
米
人
が
子
ど
も
以
上
に
夫

婦
間
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
り
、
老
後

を
自
立
し
て
生
活
す
る
姿
に
接
し
た
こ

と
や
、
母
の
介
護
を
十
年
間
妻
任
せ
に

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
患
者

や
友
人
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、
相
談
に

の
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
家
庭
内

別
居
や
定
年
離
婚
は
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
、
多
く
の
夫
婦
で
起
こ
り
う
る
こ

と
に
気
づ
か
れ
、
自
ら
の
反
省
も
込
め

て
、「
50
か
ら
の
夫
婦
革
命
」
を
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
で
は
、
高
齢
化
社
会
が

進
行
し
て
い
る
状
況
の
も
と
、
中
高
年

夫
婦
が
直
面
す
る
介
護
、
定
年
後
の
生

活
、
夫
婦
で
拓
く
新
し
い
関
係
、
老
後

の
病
気
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
夫
婦

共
通
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
と
と
も

に
、
夫
婦
が
対
等
で
お
互
い
の
自
由
な

時
間
を
干
渉
せ
ず
に
、
前
向
き
に
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
団
塊
の
世
代

（
現
在
50
歳
代
）
を
中
心
に
、
中
高
年

へ
の
様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
わ
か
り
や

す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
一
日(
日)

午
後
二

時
半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
・
一
階
大
会
議
室
▼

テ
ー
マ
＝
50
か
ら
の
夫

婦
革
命
▼
講
師
＝
尾
形

誠
宏
さ
ん
（
元
神
戸
市

看
護
大
学
短
期
大
学
部

学
長
）
▼
入
場
料
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
で
す
▼
そ

の
他
＝
手
話
通
訳
あ
り

ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権

啓
発
課
（
内
線
237
）
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人
権
啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

〜
50
か
ら
の
夫
婦
革
命
〜

大阪人権博物館では次のとおり、第52回特別展

「学歴社会と職業観～つくられる差別社会～」を開催

します。近代以降の学歴観と職業観について考えて

みませんか。ふるって、ご来場ください。

▼とき＝４月16日(火)～６月16日(日)（但し、毎週月

曜日、祝日の翌日、毎月第４金曜日は休館）▼開館

時間＝午前10時～午後５時（但し、入館は４時半ま

で）▼ところ＝大阪人権博物館・特別展示室（ＪＲ

環状線芦原橋
あしはらばし

下車、南へ約600�）▼展示構成＝一、

学歴社会の差別二、職業観と差別三、学歴社会と職

業観の現在▼入館料＝期間中は特別展観覧料で▽大

人は500円（20人以上の団体は１人につき400円）▽

大学・高校生は300円（20人以上の団体は１人につき

200円）▽中学生以下、65歳以上、障害をもつ人（介

助者含む）は無料です▼問合せ＝大阪人権博物館・

リバティおおさか（０６－６５６１－７１７３）

【パネルディスカッション・学歴・職業観と差別】

大阪人権博物館では、第52回特別展の開催期間中

に関連イベントとしてパネルディスカッション「学

歴・職業観と差別」を開催します。

▼とき＝５月18日(土)午後２時～４時▼ところ＝大阪

人権博物館・研修室（ＪＲ環状線芦原橋
あしはらばし

下車、南へ

約600�）▼内容＝パネルディスカッション「学歴・

職業観と差別」▼パネリスト＝苅谷剛彦
かりやたけひこ

さん（東京

大学）、ひろたまさきさん（甲子園大学）、福原宏幸
ふくはらひろゆき

さん（大阪市立大学）▼定員＝80人（当日先着順）

▼入場料＝期間中は特別展観覧料で▽大人は500円

（20人以上の団体は１人につき400円）▽大学・高校

生は300円（20人以上の団体は１人につき200円）▽

中学生以下、65歳以上、障害をもつ人（介助者含む）

は無料です▼問合せ＝大阪人権博物館・リバティお

おさか（０６－６５６１－７１７３）

大阪人権博物館・大阪人権博物館・ 第第5252回特別展回特別展

学歴社会と職業観～つくられる差別社会～学歴社会と職業観～つくられる差別社会～

尾形誠宏さん



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.４）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

風しんの予防接種 

日本脳炎の予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

ポリオの予防接種 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４カ月児健康診査 

１歳６カ月児健康診査 
３歳６カ月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６カ月児歯科健康診査 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時 
市内の各医療機関 

随時 
市内の各 
産婦人科医院 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血２日法。※できるだけセットで受けてください。健康手 
帳を持参の上、直接医療機関へ申し込んでください。 

※直接産婦人科医院へ申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ／信達牧野361－10 
　　　　　　　　　　／��２３５７） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／��２５０５） 
▼宮城医院・婦人科（信達市場31－311／��７０１８） 
▼栃原皮膚科医院・婦人科（信達大苗代62－44－213 
　　　　　　　　　　／��５７０２） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診と 
　できるだけセットで受診してください 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 
４月１日～11月30日 
の期間に１回受診で 
きます。 

▼30歳以上の市民 
４月１日～11月30日 
の期間に１回受診で 
きます。 

�４月３日� 
�５月１日� 

�平成13年11月生 
�平成13年12月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

４月24日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成12年９月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

４月10日� 
午後０時半～１時10分 

▼平成10年９月生 

４月18日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年３月生 

４月25日� 
午後１時半～２時 

はみがき教室 ４月25日� 
午後１時～１時20分 

▼平成11年９月生 

▼平成12年２月生 
▼平成12年８月生 

４月19日� 
午後１時半～２時半 
４月11日�、17日�、22日�、30日� 
午後１時半～２時半 

４月４日�、26日� 
午後１時半～２時半 

生後３カ月～７歳６カ月未満の乳幼児。できるだけ18カ月まで 
に済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期は、３歳～７歳６カ月未満。 
�初回接種は、約１～４週間隔で２回。 
�追加接種は、２回目の接種終了後、約１年後に１回。第２期は９～13歳未 
満、第３期は14～16歳未満。対象年齢内に１回接種してください。 

第１期（３種混合）は、生後６カ月～７歳６カ月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６カ月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12カ月～７歳６カ月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

４月11日�　スカイシティオークワ泉南店 
４月18日�　関西国際貨物ターミナル内 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時 
▽成分献血の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血は、１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（�82－7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血実施場所について 
は、�0120－524133でご案内しています。 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）で予約が必要です。 
※現在、ＨＩＶ抗体検査は実施していません。 

４月１日�、８日�、 
15日�、22日� 
午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組 
　　（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

�４月５日��５月10日� 
午後１時半～３時 

４月16日� 
４月23日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

※歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２歳児に 
はカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実施。予約不要。 
※はみがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食等。予約不 
要。※携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月より３ヶ月以内に受診してく 
　ださい。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブ 
ラシ、コップ、手鏡。２日目は運動のできる服装。 
なるべく５ヶ月以降の安定期にお越しください。 
途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９ヶ月～１歳未満 ４カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 
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、
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り
に
つ
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学
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せ
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。

▼
と
き
・
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容
・
講
師
＝
▽
一
、

六
月
四
日(

火)

（
開
講
式
と
講

義
・
医
師
）
▽
二
、
六
月
十
三

日(

木)

（
講
義
・
栄
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士
）
▽

三
、
六
月
十
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水)
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）
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・
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時
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理
実
習
日
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未
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催
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▼
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保
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ー
▼
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材
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▼
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先
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二
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▼
と
き
＝
六
月
六
日
、
二
十
日
、

七
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十
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月
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も
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時
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指
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は
で
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月)

〜

二
十
六
日(

金)

（
当
日
消
印
有

効
）
の
期
間
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
第
一
、
二
希
望
日
を
明
記
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
結

果
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
※
な
お
、
ハ
ガ
キ
の
記
入

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
せ
ん
な
ん
に
折
り
込
み
の

保
存
版
・
平
成
十
四
年
度
成
人

保
健
事
業
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他
＝
▽
セ
ッ
ト
検
診
は

検
診
項
目
す
べ
て
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
▽
住
民
検
診
を
受
診

さ
れ
た
方
は
申
込
み
で
き
ま
せ

ん▼
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き
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十
三
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間
指
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、

保
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ま
で
。
結
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は
返
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用
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ガ
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で
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ま
す
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な

お
、
ハ
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の
記
入
方
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等
に
つ

い
て
は
、
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折
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度
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。
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健
康
栄
養
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

さ
わ
や
か
健
診
を

実
施
し
ま
す

保健センターでは、住民検診（基本健康診
査、結核検診、肺がん検診）を実施します。
▼とき・ところ＝次表のとおり▼対象＝15歳
以上の市民（肺がん検診は40歳以上の方）▼
費用＝無料▼携行品＝健康手帳（ない方は当
日交付します。女性は30歳以上、男性は40歳

以上）▼内容＝▽基本健康診査（検尿・血圧
測定・血液検査、診察等）▽結核検診（胸部
Ｘ線写真）▽肺がん検診（胸部Ｘ線写真、必
要な方に喀痰検査）▼その他＝住民検診を受
けた方はセット健診は受診できません▼問合
せ＝保健センター（(82)７６１５）

住民検診で健康チェックしませんか住民検診で健康チェックしませんか

月日 検診会場 受付時間 月日 検診会場 受付時間 

４月25日� 東信達老人集会場 兎田老人集会場 
10:00～11:30
13:30～15:00

５月２日� 一丘老人集会場 鳴滝解放会館 
幡代老人集会場 
男里老人集会場 

10:00～11:30
13:30～15:00

５月７日� 

５月10日� 信達公民館 

浜老人集会場 
岡中老人集会場 

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

５月13日� 

５月16日� 

５月17日� 

５月20日� 

５月23日� 

５月24日� 

西信達公民館 

八幡山自治会館 

新家公民館 

砂川奇勝集会場 樽井区民センター 10:00～11:30
13:30～15:00

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00
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泉南市女性問題懇話会（座長・津村明子
つむら あ き こ

さん）が昨年３月３０日に発足し、１５人の委員が第２
期泉南市男女平等（共同）参画プランの策定に向け、検討・作業を進めてきました。そして、数回
の会議を経て、このほど「泉南市男女平等（共同）参画ビジョン」がまとまり、向井市長を訪問、
提言を行いました。泉南市ではこの提言を受け、今後第２期行動計画の策定に向けて本格的な検
討・作業を進めていきたいと考えています。 （２月１日）

男女共同参画社会の実現のために
女性問題懇話会が向井市長に提言

消防本部では、「春の全国火災予防運動」の一環と

して、りんくうタウンにある大阪府済生会泉南医療福

祉センター内・泉南特別養護老人ホーム「なでしこり

んくう」において、大規模な火災予防訓練を実施しま

した。訓練には、はしご車、ポンプ車、救急車などが

出動し、火災発生を想定した消火活動をはじめ、施設

からケガ人などを救出する人命救助活動などが緊迫し

た雰囲気の中で行われ、実際に訓練に参加した施設職

員や訓練を見まもった施設利用者も火災予防の大切さ

などを再認識されたことでしょう。 （３月７日）

大切なのは日頃の心がまえ！
大規模な火災予防訓練を実施

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報「南泉州行政アワー」を
映像と文字番組で放送していま
す。
但し、視聴するにはケーブル

テレビへの加入が必要です。また、視聴できない地域
がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（�０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

南泉州行政アワー 

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

３月26日� 
　　～ 
４月８日� 

泉南医療福祉 
センターが 
オープン 

りんくうタウンに誕生し 
た、泉南医療福祉センタ 
ーの施設の概要をご紹介 
します。 

泉南中央ライオンズクラブ主催の 
老人クラブカラオケ大会。各地区 
老人クラブより選抜された方々に 
よる熱唱をお楽しみください。 

４月23日� 
　　～ 
５月７日� 

市民が語る 
泉南市の 
夢づくり 

熱唱！ 
老人クラブ 
カラオケ大会 

泉南市第４次総合計画の策定を受け 
て、地域住民による「まちづくり」 
について考える、まちづくりフォー 
ラムの様子を紹介します。 

４月９日� 
　　～ 
４月22日� 

火
を
消
し
て
森
を
消
さ
な
い
心
が
け

22

新春の恒例イベントとなった第９回泉州国際市民マ

ラソンが行われ、スタート地点の堺市浜寺公園からゴ

ール地点の泉佐野市・りんくうパパライベント広場

（４２．１９５キロ）をめざして、２９８７人の招待

選手や外国人ランナー、市民ランナーが一斉にスター

トしました。

レース途中からは、 冷たく激しい雨の降るあいに

くの天候となりましたが、２３３４人が見事完走。最

終折返し地点となった泉南市りんくう南浜の樽井浜口

交差点（写真）でも、沿道につめかけた観衆からも

「ラスト５キロやがんばれ！」と力のこもった声援が

送られ、選手たちもゴールめざしてラストスパートを

かけていました。 （２月１７日）

「がんばれ！ラスト５キロや！」
冷雨の中の泉州国際市民マラソン

信達牧野区に昨年６月にオープンし、市民の憩いの

場としてご利用いただいている「牧野公園」に、簡易

保険（国営の生命保険）の還元資金を活用したソーラ

ー時計が設置され、その除幕式が行われました。式典

には、向井市長や泉南郵便局長、泉南砂川郵便局長ら

が出席、信達幼稚園、信達保育所の園児たち（１９５

人）と一緒にロープを引っぱると真新しい時計（写真

小）がお目見えしました。環境にもやさしいソーラー

時計、これからは公園を訪れる市民の皆さんの楽しい

時間、やすらぎの時間や思い出の時間など、それぞれ

の時間を刻んでくれることでしょう。 （２月１４日）

訪れる人々をそっと、見まもる！
牧野公園にソーラー時計を設置

チ
ェ
ッ
ク

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
花
見
な
ど
、
野
山

に
出
か
け
る
こ
と
の
多
く
な
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

期
は
、
全
国
的
に
も
山
林
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
山
林
で
ひ
と
た
び
火

災
が
起
き
る
と
、
気
象
条
件
や

地
形
な
ど
に
よ
り
一
気
に
広
が

り
、
消
火
作
業
に
何
日
も
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
泉
南
市

で
も
平
成
八
・
一
一
・
一
二
年

に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
山
林
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
こ

う
い
っ
た
事
態
に
備
え
、
主
要

林
道
や
池
等
の
水
利
の
把
握
を

目
的
と
し
、
毎
年
三
月
に
消
防

職
員
が
実
際
に
山
林
に
立
ち
入

り
、
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
火
災
の
発
生
を
防

ぎ
、
緑
を
守
る
こ
と
が
一
番
大

切
で
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
が

使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
の
山
や
野
に
お
出
か
け

の
際
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

一
、
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
の

発
生
し
や
す
い
場
所
で
は
、
絶

対
に
た
き
火
な
ど
は
し
な
い

二
、
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る

と
き
は
完
全
に
火
を
消
そ
う

三
、
強
風
の
時
、
空
気
の
乾
燥

し
て
い
る
時
は
、
た
き
火
や
火

入
れ
を
し
な
い

四
、
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受

け
る
こ
と

五
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず

消
す
よ
う
に
し
、
ポ
イ
捨
て
は

絶
対
に
し
な
い

六
、
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
(85)
０

１
１
９
）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

長い木の箱のようなもの。こ
れはいったい何でしょう？
この遺物は、海会寺（かいえ

じ）跡のすぐ東側にある豪族の
集落跡の発掘調査において見つ
かった木樋（もくひ）です。こ
の調査では、自然にできた谷が
見つかっており、谷からは調査
を行っている時にも多量の水が
湧き出していました。また、こ
の湧き水をプールのように溜め
ておくための堤が造られていま
した。堤には水を通すために木
製の樋（ひ）が埋められており、
谷から湧き出す水を、貴重な水
源としていたことがわかりまし
た。
木樋は全長約2.7メートル、幅

は約20センチで、１本の角材を
使って、断面をＵ字状にくりぬ
き、雨樋（あまどい）のように

加工したもので、上には蓋（ふ
た）がかけられていました。湿
った状態で保存されていたため
に、全体の保存状態も良く、内
側には加工痕（工具を使った時
にできた痕跡）も確認すること
ができました。また、谷からは
多くの土器や木材、木製品も見
つかり、水をくみ出していた部
分からは、「寺」と墨で書かれた
土器も見つかっています。
このようなことから、水源と

してこの谷が利用されていたの
は８世紀頃であると考えられ、
海会寺や豪族の集落の人々によ
って使用されていたことが明ら
かとなりました。
もしかすると、海会寺で使わ

れた特別な水を汲んでいた場所
なのかもしれませんね。

集落のほとりには‥

▼

○

○

～これはなんだろう・４～
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